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		H29								見込み ミコ

		評価項目 ヒョウカ コウモク		自己
評価 ジコ ヒョウカ		審議会
意見 シンギカイ イケン				評価項目 ヒョウカ コウモク		自己
評価 ジコ ヒョウカ		審議会
意見 シンギカイ イケン

		Ⅰ.国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する
　目標を達成するためにとるべき措置								Ⅰ.国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する
　目標を達成するためにとるべき措置

		1.宇宙安全保障の確保 ウチュウ アンゼン ホショウ カクホ								1.宇宙安全保障の確保 ウチュウ アンゼン ホショウ カクホ

		（１）衛星測位 エイセイ ソクイ		B		B				（１）衛星測位 エイセイ ソクイ		A		A

		（２）衛星リモートセンシング エイセイ		A		A				（２）衛星リモートセンシング エイセイ		B		B

		（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		B		B				（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		B		B

		（４） 宇宙輸送システム		S		S				（４） 宇宙輸送システム		S		S

		（５） その他の取組 タ トリクミ		A		A				（５） その他の取組 タ トリクミ		A		A

		2. 民生分野における宇宙利用の推進 ミンセイ ブンヤ ウチュウ リヨウ スイシン								2. 民生分野における宇宙利用の推進 ミンセイ ブンヤ ウチュウ リヨウ スイシン

		（１） 衛星測位 エイセイ ソクイ		B		B				（１） 衛星測位 エイセイ ソクイ		A		A

		（２） 衛星リモートセンシング エイセイ		A		A				（２） 衛星リモートセンシング エイセイ		S		S

		（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		B		B				（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		B		B

		（４） その他の取組 タ トリクミ		B		B				（４） その他の取組 タ トリクミ		B		B

		3. 宇宙産業及び科学技術の基盤の維持・強化 ウチュウ サンギョウ オヨ カガク ギジュツ キバン イジ キョウカ								3. 宇宙産業及び科学技術の基盤の維持・強化 ウチュウ サンギョウ オヨ カガク ギジュツ キバン イジ キョウカ

		（１） 宇宙輸送システム ウチュウ ユソウ		S		S				（１） 宇宙輸送システム ウチュウ ユソウ		S		S

		（２） 宇宙科学・探査 ウチュウ カガク タンサ		A		B				（２） 宇宙科学・探査 ウチュウ カガク タンサ		A		B

		（３） 有人宇宙活動 ユウジン ウチュウ カツドウ		S		A				（３） 有人宇宙活動 ユウジン ウチュウ カツドウ		S		A

		（４） 宇宙太陽光発電		B		B				（４） 宇宙太陽光発電		B		B

		（５） 個別プロジェクトを支える産業基盤・科学技術
　　基盤の強化策 コベツ ササ サンギョウ キバン カガク ギジュツ キバン キョウカサク		A		A				（５） 個別プロジェクトを支える産業基盤・科学技術
　　基盤の強化策 コベツ ササ サンギョウ キバン カガク ギジュツ キバン キョウカサク		A		A

		4. 航空科学技術 コウクウ カガク ギジュツ		S		-				4. 航空科学技術 コウクウ カガク ギジュツ



										見込み ミコ

										評価項目 ヒョウカ コウモク		自己
評価 ジコ ヒョウカ		審議会
意見 シンギカイ イケン

										5. 横断的事項 オウダンテキ ジコウ

										（１） 利用拡大のための総合的な取組		A		B

										（２） 調査分析・戦略立案機能の強化 チョウサ ブンセキ センリャク リツアン キノウ キョウカ		B		B

										（３） 基盤的な施設・設備の整備 キバンテキ シセツ セツビ セイビ		A		A

										（４） 国内の人的基盤の総合的強化、国民的な理解
　　の増進 コクナイ ジンテキ キバン ソウゴウテキ キョウカ コクミンテキ リカイ ゾウシン		A		A

										（５） 宇宙空間における法の支配の実現・強化 ウチュウ クウカン ホウ シハイ ジツゲン キョウカ		A		A

										（６） 国際宇宙協力の強化 コクサイ ウチュウ キョウリョク キョウカ		A		A

										（７） 相手国ニーズに応えるインフラ海外展開の推進 アイテコク コタ カイガイ テンカイ スイシン		A		A

										（８）情報開示・広報		A		A

										（９）事業評価の実施		B		B

										Ⅱ. 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 ギョウム ウンエイ コウリツカ カン モクヒョウ タッセイ ソチ

										1. 内部統制・ガバナンスの強化 ナイブ トウセイ キョウカ		A		B

										2. 柔軟活効率的な行政運営 ジュウナン カツ コウリツテキ ギョウセイ ウンエイ		A		A

										3. 業務の合理化効率化 ギョウム ゴウリカ コウリツカ		A		B

										4. 情報技術の活用 ジョウホウ ギジュツ カツヨウ		B		B

										Ⅲ～Ⅶ. 財務内容の改善に関する事項 ザイム ナイヨウ カイゼン カン ジコウ		B		B

										Ⅷ. その他主務省令で定める業務運営に関する事項 タ シュムショウ レイ サダ ギョウム ウンエイ カン ジコウ

										1. 施設・設備に関する事項 シセツ セツビ カン ジコウ		A		A

										2. 人事に関する計画 ジンジ カン ケイカク		A		A

										3. 安全・信頼性に関する事項 アンゼン シンライセイ カン ジコウ		A		B

										4. 中期目標期間を超える債務負担 チュウキ モクヒョウ キカン コ サイム フタン		B		B
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		Ｈ２８								見込み ミコ

		評価項目 ヒョウカ コウモク		自己
評価 ジコ ヒョウカ		審議会
意見 シンギカイ イケン				評価項目 ヒョウカ コウモク		自己
評価 ジコ ヒョウカ		審議会
意見 シンギカイ イケン

		Ⅰ.国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する
　目標を達成するためにとるべき措置								Ⅰ.国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する
　目標を達成するためにとるべき措置

		1.宇宙安全保障の確保 ウチュウ アンゼン ホショウ カクホ								1.宇宙安全保障の確保 ウチュウ アンゼン ホショウ カクホ

		（１）衛星測位 エイセイ ソクイ		B		B				（１）衛星測位 エイセイ ソクイ		A		A

		（２）衛星リモートセンシング エイセイ		B		B				（２）衛星リモートセンシング エイセイ		B		B

		（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		B		B				（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		B		B

		（４） 宇宙輸送システム		S		S				（４） 宇宙輸送システム		S		S

		（５） その他の取組 タ トリクミ		B		B				（５） その他の取組 タ トリクミ		A		A

		2. 民生分野における宇宙利用の推進 ミンセイ ブンヤ ウチュウ リヨウ スイシン								2. 民生分野における宇宙利用の推進 ミンセイ ブンヤ ウチュウ リヨウ スイシン

		（１） 衛星測位 エイセイ ソクイ		B		A				（１） 衛星測位 エイセイ ソクイ		A		A

		（２） 衛星リモートセンシング エイセイ		A		A				（２） 衛星リモートセンシング エイセイ		S		S

		（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		B		B				（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		B		B

		（４） その他の取組 タ トリクミ		B		B				（４） その他の取組 タ トリクミ		B		B

		3. 宇宙産業及び科学技術の基盤の維持・強化 ウチュウ サンギョウ オヨ カガク ギジュツ キバン イジ キョウカ								3. 宇宙産業及び科学技術の基盤の維持・強化 ウチュウ サンギョウ オヨ カガク ギジュツ キバン イジ キョウカ

		（１） 宇宙輸送システム ウチュウ ユソウ		S		S				（１） 宇宙輸送システム ウチュウ ユソウ		S		S

		（２） 宇宙科学・探査 ウチュウ カガク タンサ		A		B				（２） 宇宙科学・探査 ウチュウ カガク タンサ		A		B

		（３） 有人宇宙活動 ユウジン ウチュウ カツドウ		A		A				（３） 有人宇宙活動 ユウジン ウチュウ カツドウ		S		A

		（４） 宇宙太陽光発電		B		B				（４） 宇宙太陽光発電		B		B

		（５） 個別プロジェクトを支える産業基盤・科学技術
　　基盤の強化策 コベツ ササ サンギョウ キバン カガク ギジュツ キバン キョウカサク		A		A				（５） 個別プロジェクトを支える産業基盤・科学技術
　　基盤の強化策 コベツ ササ サンギョウ キバン カガク ギジュツ キバン キョウカサク		A		A

		4. 航空科学技術 コウクウ カガク ギジュツ								4. 航空科学技術 コウクウ カガク ギジュツ



		H29								見込み ミコ

		評価項目 ヒョウカ コウモク		自己
評価 ジコ ヒョウカ		審議会
意見 シンギカイ イケン				評価項目 ヒョウカ コウモク		自己
評価 ジコ ヒョウカ		審議会
意見 シンギカイ イケン

		5. 横断的事項 オウダンテキ ジコウ								5. 横断的事項 オウダンテキ ジコウ

		（１） 利用拡大のための総合的な取組		A		A				（１） 利用拡大のための総合的な取組		A		B

		（２） 調査分析・戦略立案機能の強化 チョウサ ブンセキ センリャク リツアン キノウ キョウカ		B		B				（２） 調査分析・戦略立案機能の強化 チョウサ ブンセキ センリャク リツアン キノウ キョウカ		B		B

		（３） 基盤的な施設・設備の整備 キバンテキ シセツ セツビ セイビ		B		A				（３） 基盤的な施設・設備の整備 キバンテキ シセツ セツビ セイビ		A		A

		（４） 国内の人的基盤の総合的強化、国民的な理解
　　の増進 コクナイ ジンテキ キバン ソウゴウテキ キョウカ コクミンテキ リカイ ゾウシン		A		A				（４） 国内の人的基盤の総合的強化、国民的な理解
　　の増進 コクナイ ジンテキ キバン ソウゴウテキ キョウカ コクミンテキ リカイ ゾウシン		A		A

		（５） 宇宙空間における法の支配の実現・強化 ウチュウ クウカン ホウ シハイ ジツゲン キョウカ		B		B				（５） 宇宙空間における法の支配の実現・強化 ウチュウ クウカン ホウ シハイ ジツゲン キョウカ		A		A

		（６） 国際宇宙協力の強化 コクサイ ウチュウ キョウリョク キョウカ		A		A				（６） 国際宇宙協力の強化 コクサイ ウチュウ キョウリョク キョウカ		A		A

		（７） 相手国ニーズに応えるインフラ海外展開の推進 アイテコク コタ カイガイ テンカイ スイシン		B		B				（７） 相手国ニーズに応えるインフラ海外展開の推進 アイテコク コタ カイガイ テンカイ スイシン		A		A

		（８）情報開示・広報		A		A				（８）情報開示・広報		A		A

		（９）事業評価の実施		B		B				（９）事業評価の実施		B		B

		Ⅱ. 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 ギョウム ウンエイ コウリツカ カン モクヒョウ タッセイ ソチ								Ⅱ. 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 ギョウム ウンエイ コウリツカ カン モクヒョウ タッセイ ソチ

		1. 内部統制・ガバナンスの強化 ナイブ トウセイ キョウカ		A		B				1. 内部統制・ガバナンスの強化 ナイブ トウセイ キョウカ		A		B

		2. 柔軟活効率的な行政運営 ジュウナン カツ コウリツテキ ギョウセイ ウンエイ		A		A				2. 柔軟活効率的な行政運営 ジュウナン カツ コウリツテキ ギョウセイ ウンエイ		A		A

		3. 業務の合理化効率化 ギョウム ゴウリカ コウリツカ		B		B				3. 業務の合理化効率化 ギョウム ゴウリカ コウリツカ		A		B

		4. 情報技術の活用 ジョウホウ ギジュツ カツヨウ		B		B				4. 情報技術の活用 ジョウホウ ギジュツ カツヨウ		B		B

		Ⅲ～Ⅶ. 財務内容の改善に関する事項 ザイム ナイヨウ カイゼン カン ジコウ		B		B				Ⅲ～Ⅶ. 財務内容の改善に関する事項 ザイム ナイヨウ カイゼン カン ジコウ		B		B

		Ⅷ. その他主務省令で定める業務運営に関する事項 タ シュムショウ レイ サダ ギョウム ウンエイ カン ジコウ								Ⅷ. その他主務省令で定める業務運営に関する事項 タ シュムショウ レイ サダ ギョウム ウンエイ カン ジコウ

		1. 施設・設備に関する事項 シセツ セツビ カン ジコウ		A		A				1. 施設・設備に関する事項 シセツ セツビ カン ジコウ		A		A

		2. 人事に関する計画 ジンジ カン ケイカク		A		A				2. 人事に関する計画 ジンジ カン ケイカク		A		A

		3. 安全・信頼性に関する事項 アンゼン シンライセイ カン ジコウ		A		B				3. 安全・信頼性に関する事項 アンゼン シンライセイ カン ジコウ		A		B

										4. 中期目標期間を超える債務負担 チュウキ モクヒョウ キカン コ サイム フタン		B		B
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		Ｈ２８								見込み ミコ

		評価項目 ヒョウカ コウモク		自己
評価 ジコ ヒョウカ		審議会
意見 シンギカイ イケン				評価項目 ヒョウカ コウモク		自己
評価 ジコ ヒョウカ		審議会
意見 シンギカイ イケン

		Ⅰ.国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する
　目標を達成するためにとるべき措置								Ⅰ.国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する
　目標を達成するためにとるべき措置

		1.宇宙安全保障の確保 ウチュウ アンゼン ホショウ カクホ								1.宇宙安全保障の確保 ウチュウ アンゼン ホショウ カクホ

		（１）衛星測位 エイセイ ソクイ		B		B				（１）衛星測位 エイセイ ソクイ		B		B

		（２）衛星リモートセンシング エイセイ		B		B				（２）衛星リモートセンシング エイセイ		A		A

		（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		B		B				（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		B		B

		（４） 宇宙輸送システム		S		S				（４） 宇宙輸送システム		S		S

		（５） その他の取組 タ トリクミ		B		B				（５） その他の取組 タ トリクミ		A		A

		2. 民生分野における宇宙利用の推進 ミンセイ ブンヤ ウチュウ リヨウ スイシン								2. 民生分野における宇宙利用の推進 ミンセイ ブンヤ ウチュウ リヨウ スイシン

		（１） 衛星測位 エイセイ ソクイ		B		A				（１） 衛星測位 エイセイ ソクイ		A		A

		（２） 衛星リモートセンシング エイセイ		A		A				（２） 衛星リモートセンシング エイセイ		S		S

		（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		B		B				（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		A		B

		（４） その他の取組 タ トリクミ		B		B				（４） その他の取組 タ トリクミ		B		B

		3. 宇宙産業及び科学技術の基盤の維持・強化 ウチュウ サンギョウ オヨ カガク ギジュツ キバン イジ キョウカ								3. 宇宙産業及び科学技術の基盤の維持・強化 ウチュウ サンギョウ オヨ カガク ギジュツ キバン イジ キョウカ

		（１） 宇宙輸送システム ウチュウ ユソウ		S		S				（１） 宇宙輸送システム ウチュウ ユソウ		S		S

		（２） 宇宙科学・探査 ウチュウ カガク タンサ		A		B				（２） 宇宙科学・探査 ウチュウ カガク タンサ		A		B

		（３） 有人宇宙活動 ユウジン ウチュウ カツドウ		A		A				（３） 有人宇宙活動 ユウジン ウチュウ カツドウ		S		A

		（４） 宇宙太陽光発電		B		B				（４） 宇宙太陽光発電		B		B

		（５） 個別プロジェクトを支える産業基盤・科学技術
　　基盤の強化策 コベツ ササ サンギョウ キバン カガク ギジュツ キバン キョウカサク		A		A				（５） 個別プロジェクトを支える産業基盤・科学技術
　　基盤の強化策 コベツ ササ サンギョウ キバン カガク ギジュツ キバン キョウカサク		A		A

		4. 航空科学技術 コウクウ カガク ギジュツ								4. 航空科学技術 コウクウ カガク ギジュツ		S		-



		Ｈ２８								見込み ミコ

		評価項目 ヒョウカ コウモク		自己
評価 ジコ ヒョウカ		審議会
意見 シンギカイ イケン				評価項目 ヒョウカ コウモク		自己
評価 ジコ ヒョウカ		審議会
意見 シンギカイ イケン

		5. 横断的事項 オウダンテキ ジコウ								5. 横断的事項 オウダンテキ ジコウ

		（１） 利用拡大のための総合的な取組		B		B				（１） 利用拡大のための総合的な取組		A		B

		（２） 調査分析・戦略立案機能の強化 チョウサ ブンセキ センリャク リツアン キノウ キョウカ		B		B				（２） 調査分析・戦略立案機能の強化 チョウサ ブンセキ センリャク リツアン キノウ キョウカ		B		B

		（３） 基盤的な施設・設備の整備 キバンテキ シセツ セツビ セイビ		B		B				（３） 基盤的な施設・設備の整備 キバンテキ シセツ セツビ セイビ		A		A

		（４） 国内の人的基盤の総合的強化、国民的な理解
　　の増進 コクナイ ジンテキ キバン ソウゴウテキ キョウカ コクミンテキ リカイ ゾウシン		B		B				（４） 国内の人的基盤の総合的強化、国民的な理解
　　の増進 コクナイ ジンテキ キバン ソウゴウテキ キョウカ コクミンテキ リカイ ゾウシン		A		A

		（５） 宇宙空間における法の支配の実現・強化 ウチュウ クウカン ホウ シハイ ジツゲン キョウカ		A		A				（５） 宇宙空間における法の支配の実現・強化 ウチュウ クウカン ホウ シハイ ジツゲン キョウカ		A		A

		（６） 国際宇宙協力の強化 コクサイ ウチュウ キョウリョク キョウカ		A		A				（６） 国際宇宙協力の強化 コクサイ ウチュウ キョウリョク キョウカ		A		A

		（７） 相手国ニーズに応えるインフラ海外展開の推進 アイテコク コタ カイガイ テンカイ スイシン		A		A				（７） 相手国ニーズに応えるインフラ海外展開の推進 アイテコク コタ カイガイ テンカイ スイシン		A		A

		（８）情報開示・広報		A		A				（８）情報開示・広報		A		A

		（９）事業評価の実施		B		B				（９）事業評価の実施		B		B

		Ⅱ. 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 ギョウム ウンエイ コウリツカ カン モクヒョウ タッセイ ソチ								Ⅱ. 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 ギョウム ウンエイ コウリツカ カン モクヒョウ タッセイ ソチ

		1. 内部統制・ガバナンスの強化 ナイブ トウセイ キョウカ		A		A				1. 内部統制・ガバナンスの強化 ナイブ トウセイ キョウカ		A		B

		2. 柔軟活効率的な行政運営 ジュウナン カツ コウリツテキ ギョウセイ ウンエイ		B		B				2. 柔軟活効率的な行政運営 ジュウナン カツ コウリツテキ ギョウセイ ウンエイ		A		A

		3. 業務の合理化効率化 ギョウム ゴウリカ コウリツカ		B		B				3. 業務の合理化効率化 ギョウム ゴウリカ コウリツカ		A		B

		4. 情報技術の活用 ジョウホウ ギジュツ カツヨウ		B		B				4. 情報技術の活用 ジョウホウ ギジュツ カツヨウ		B		B

		Ⅲ～Ⅶ. 財務内容の改善に関する事項 ザイム ナイヨウ カイゼン カン ジコウ		B		B				Ⅲ～Ⅶ. 財務内容の改善に関する事項 ザイム ナイヨウ カイゼン カン ジコウ		B		B

		Ⅷ. その他主務省令で定める業務運営に関する事項 タ シュムショウ レイ サダ ギョウム ウンエイ カン ジコウ								Ⅷ. その他主務省令で定める業務運営に関する事項 タ シュムショウ レイ サダ ギョウム ウンエイ カン ジコウ

		1. 施設・設備に関する事項 シセツ セツビ カン ジコウ		B		B				1. 施設・設備に関する事項 シセツ セツビ カン ジコウ		A		A

		2. 人事に関する計画 ジンジ カン ケイカク		B		B				2. 人事に関する計画 ジンジ カン ケイカク		A		A

		3. 安全・信頼性に関する事項 アンゼン シンライセイ カン ジコウ		B		B				3. 安全・信頼性に関する事項 アンゼン シンライセイ カン ジコウ		A		B

										4. 中期目標期間を超える債務負担 チュウキ モクヒョウ キカン コ サイム フタン		B		B
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		Ｈ２８								見込み ミコ

		評価項目 ヒョウカ コウモク		自己
評価 ジコ ヒョウカ		審議会
意見 シンギカイ イケン				評価項目 ヒョウカ コウモク		自己
評価 ジコ ヒョウカ		審議会
意見 シンギカイ イケン

		Ⅰ.国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する
　目標を達成するためにとるべき措置								Ⅰ.国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する
　目標を達成するためにとるべき措置

		1.宇宙安全保障の確保 ウチュウ アンゼン ホショウ カクホ								1.宇宙安全保障の確保 ウチュウ アンゼン ホショウ カクホ

		（１）衛星測位 エイセイ ソクイ		B		B				（１）衛星測位 エイセイ ソクイ		A		A

		（２）衛星リモートセンシング エイセイ		B		B				（２）衛星リモートセンシング エイセイ		B		B

		（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		B		B				（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		B		B

		（４） 宇宙輸送システム		S		S				（４） 宇宙輸送システム		S		S

		（５） その他の取組 タ トリクミ		B		B				（５） その他の取組 タ トリクミ		A		A

		2. 民生分野における宇宙利用の推進 ミンセイ ブンヤ ウチュウ リヨウ スイシン								2. 民生分野における宇宙利用の推進 ミンセイ ブンヤ ウチュウ リヨウ スイシン

		（１） 衛星測位 エイセイ ソクイ		B		A				（１） 衛星測位 エイセイ ソクイ		A		A

		（２） 衛星リモートセンシング エイセイ		A		A				（２） 衛星リモートセンシング エイセイ		S		S

		（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		B		B				（３） 衛星通信・衛星放送 エイセイ エイセイ		B		B

		（４） その他の取組 タ トリクミ		B		B				（４） その他の取組 タ トリクミ		B		B

		3. 宇宙産業及び科学技術の基盤の維持・強化 ウチュウ サンギョウ オヨ カガク ギジュツ キバン イジ キョウカ								3. 宇宙産業及び科学技術の基盤の維持・強化 ウチュウ サンギョウ オヨ カガク ギジュツ キバン イジ キョウカ

		（１） 宇宙輸送システム ウチュウ ユソウ		S		S				（１） 宇宙輸送システム ウチュウ ユソウ		S		S

		（２） 宇宙科学・探査 ウチュウ カガク タンサ		A		B				（２） 宇宙科学・探査 ウチュウ カガク タンサ		A		B

		（３） 有人宇宙活動 ユウジン ウチュウ カツドウ		A		A				（３） 有人宇宙活動 ユウジン ウチュウ カツドウ		S		A

		（４） 宇宙太陽光発電		B		B				（４） 宇宙太陽光発電		B		B

		（５） 個別プロジェクトを支える産業基盤・科学技術
　　基盤の強化策 コベツ ササ サンギョウ キバン カガク ギジュツ キバン キョウカサク		A		A				（５） 個別プロジェクトを支える産業基盤・科学技術
　　基盤の強化策 コベツ ササ サンギョウ キバン カガク ギジュツ キバン キョウカサク		A		A

		4. 航空科学技術 コウクウ カガク ギジュツ								4. 航空科学技術 コウクウ カガク ギジュツ		S		-



		Ｈ２８								見込み ミコ

		評価項目 ヒョウカ コウモク		自己
評価 ジコ ヒョウカ		審議会
意見 シンギカイ イケン				評価項目 ヒョウカ コウモク		自己
評価 ジコ ヒョウカ		審議会
意見 シンギカイ イケン

		5. 横断的事項 オウダンテキ ジコウ								5. 横断的事項 オウダンテキ ジコウ

		（１） 利用拡大のための総合的な取組		B		B				（１） 利用拡大のための総合的な取組		A		A

		（２） 調査分析・戦略立案機能の強化 チョウサ ブンセキ センリャク リツアン キノウ キョウカ		B		B				（２） 調査分析・戦略立案機能の強化 チョウサ ブンセキ センリャク リツアン キノウ キョウカ		B		B

		（３） 基盤的な施設・設備の整備 キバンテキ シセツ セツビ セイビ		B		B				（３） 基盤的な施設・設備の整備 キバンテキ シセツ セツビ セイビ		A		A

		（４） 国内の人的基盤の総合的強化、国民的な理解
　　の増進 コクナイ ジンテキ キバン ソウゴウテキ キョウカ コクミンテキ リカイ ゾウシン		B		B				（４） 国内の人的基盤の総合的強化、国民的な理解
　　の増進 コクナイ ジンテキ キバン ソウゴウテキ キョウカ コクミンテキ リカイ ゾウシン		A		A

		（５） 宇宙空間における法の支配の実現・強化 ウチュウ クウカン ホウ シハイ ジツゲン キョウカ		A		A				（５） 宇宙空間における法の支配の実現・強化 ウチュウ クウカン ホウ シハイ ジツゲン キョウカ		A		A

		（６） 国際宇宙協力の強化 コクサイ ウチュウ キョウリョク キョウカ		A		A				（６） 国際宇宙協力の強化 コクサイ ウチュウ キョウリョク キョウカ		A		A

		（７） 相手国ニーズに応えるインフラ海外展開の推進 アイテコク コタ カイガイ テンカイ スイシン		A		A				（７） 相手国ニーズに応えるインフラ海外展開の推進 アイテコク コタ カイガイ テンカイ スイシン		A		A

		（８）情報開示・広報		A		A				（８）情報開示・広報		A		A

		（９）事業評価の実施		B		B				（９）事業評価の実施		B		B

		Ⅱ. 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 ギョウム ウンエイ コウリツカ カン モクヒョウ タッセイ ソチ								Ⅱ. 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 ギョウム ウンエイ コウリツカ カン モクヒョウ タッセイ ソチ

		1. 内部統制・ガバナンスの強化 ナイブ トウセイ キョウカ		A		A				1. 内部統制・ガバナンスの強化 ナイブ トウセイ キョウカ		A		B

		2. 柔軟活効率的な行政運営 ジュウナン カツ コウリツテキ ギョウセイ ウンエイ		B		B				2. 柔軟活効率的な行政運営 ジュウナン カツ コウリツテキ ギョウセイ ウンエイ		A		A

		3. 業務の合理化効率化 ギョウム ゴウリカ コウリツカ		B		B				3. 業務の合理化効率化 ギョウム ゴウリカ コウリツカ		B		B

		4. 情報技術の活用 ジョウホウ ギジュツ カツヨウ		B		B				4. 情報技術の活用 ジョウホウ ギジュツ カツヨウ		B		B

		Ⅲ～Ⅶ. 財務内容の改善に関する事項 ザイム ナイヨウ カイゼン カン ジコウ		B		B				Ⅲ～Ⅶ. 財務内容の改善に関する事項 ザイム ナイヨウ カイゼン カン ジコウ		B		B

		Ⅷ. その他主務省令で定める業務運営に関する事項 タ シュムショウ レイ サダ ギョウム ウンエイ カン ジコウ								Ⅷ. その他主務省令で定める業務運営に関する事項 タ シュムショウ レイ サダ ギョウム ウンエイ カン ジコウ

		1. 施設・設備に関する事項 シセツ セツビ カン ジコウ		B		B				1. 施設・設備に関する事項 シセツ セツビ カン ジコウ		A		B

		2. 人事に関する計画 ジンジ カン ケイカク		B		B				2. 人事に関する計画 ジンジ カン ケイカク		A		A

		3. 安全・信頼性に関する事項 アンゼン シンライセイ カン ジコウ		B		B				3. 安全・信頼性に関する事項 アンゼン シンライセイ カン ジコウ		B		B

										4. 中期目標期間を超える債務負担 チュウキ モクヒョウ キカン コ サイム フタン		B		B
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